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故宮博物院展
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企画展示室（第7～9展示室）
日中平和友好条約締結25周年記念
石川県立美術館開館20周年記念

北京故宮博物院展
6月14日（土）～7月13日（日）会期中無休

主催／北國新聞社・（財）石川県芸術文化協会
共催／石川県立美術館
特別協力／北京故宮博物院

粉
彩
　
九
桃
図
天
球
瓶
　
清
時
代

青
銅
　
饕と

う

餮て
つ

文も
ん

か

商
時
代

三
彩
　
駱
駝
俑
　
唐
時
代

白
磁
　
刻
花
文
瓶
　
北
宋
時
代

北
京
に
あ
る
故
宮
博
物
院
は
、
か
つ
て
紫
禁
城
と
し
て
明
清

両
王
朝
が
約
五
百
年
に
も
渡
り
宮
廷
生
活
を
繰
り
広
げ
た
場
所

で
す
。
宮
殿
の
内
部
に
は
、
歴
代
王
朝
よ
り
伝
え
ら
れ
た
遺
品

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王
朝
の
栄
華
を
象
徴
す
る
至
宝
が
、
た
く
さ

ん
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
紫
禁
城
は
清
朝
の
終
焉
と
と
も
に
、

宮
殿
と
し
て
の
そ
の
役
目
を
終
え
ま
す
が
、
一
九
二
五
年
十
月

十
日
、
辛
亥
革
命
の
記
念
日
に
あ
た
る
こ
の
日
、
歴
史
博
物

館
・
故
宮
博
物
院
と
し
て
開
館
し
た
の
で
す
。

故
宮
博
物
院
は
、
二
つ
の
構
想
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
一

つ
は
伝
承
さ
れ
た
宝
物
を
鑑
賞
す
る
場
と
す
る
こ
と
。
も
う
一

つ
は
紫
禁
城
の
宮
廷
生
活
の
実
態
を
公
開
す
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
ロ
シ
ア
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
や
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
な
ど
と
共
通
す
る
背
景
で
す
。

当
初
、
そ
の
宝
物
は
百
十
七
万
点
を
数
え
た
と
い
い
ま
す
。

「
宋
元
明
書
画
」「
宋
元
明
磁
器
」「
清
磁
」「
銅
器
」「
玉
器
」

「
清
画
」「
彫
刻
」「
文
具
」「
彫
漆
」「
象
牙
」「
織
繍
」
な
ど
そ

れ
ら
は
多
岐
に
及
び
、
専
門
の
陳
列
室
だ
け
で
も
三
十
六
の
宮

殿
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
満
州
事
変
（
一
九
三
一
）
に
始
ま
る
一
連
の
戦
火

を
逃
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
宝
物
は
北
京
よ
り
離
れ
る
決
断
が

下
さ
れ
ま
す
。
一
九
三
三
年
、
一
万
九
千
も
の
木
箱
に
納
め
ら

れ
た
宝
物
は
、
北
京
か
ら
上
海
、
上
海
か
ら
南
京
、
更
に
四
川

省
へ
と
移
動
。
い
わ
ゆ
る
「
南
遷
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

空
前
の
大
事
業
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
後
世
ま
で
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。
や
が
て
一
九
四
五
年
、
日
中
戦
争
が
終
結
し
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
は
順
次
重
慶
、
南
京
へ
戻
さ
れ
ま
す
が
、

今
度
は
国
共
内
戦
の
あ
お
り
を
受
け
、
一
部
が
台
湾
へ
渡
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
が
現
在
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
の
宝
物
と
し
て

公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

一
九
四
九
年
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
残
さ
れ

た
宝
物
は
順
次
北
京
へ
戻
り
ま
す
。
新
政
権
の
下
、
故
宮
博
物

院
の
整
備
が
重
要
課
題
と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
で
す
。
わ
ず
か

三
十
年
ほ
ど
の
国
内
混
乱
の
中
で
、
海
外
へ
流
出
し
て
し
ま
っ

た
宝
物
の
回
収
を
は
じ
め
、
発
掘
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
新

た
な
遺
物
の
収
蔵
、
毛
沢
東
な
ど
各
界
人
士
に
よ
る
文
物
の
寄

贈
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
拡
充
が
進
め
ら
れ
、
一
九
八
五
年
に
は

収
蔵
品
は
百
五
万
件
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
展
は
、
北
國
新
聞
社
創
刊
百
十
周
年
記
念
、
日
中
平
和
友

好
条
約
締
結
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
本
館
の
開
館
二
十
周

年
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。
北
京
故
宮
博
物
院
が
収

蔵
す
る
宝
物
よ
り
約
百
十
件
（
百
四
十
点
）
を
紹
介
し
ま
す
。

【
清
王
朝
の
栄
華
と
清
代
宮
廷
芸
術
】

中
国
最
後
の
王
朝
で
あ
る
清
は
、
十
七
世
紀
初
頭
、
中
国
東

北
部
に
お
い
て
満
州
族
を
統
一
し
た
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
が
中
国
統

一
を
図
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
第
三
代
世
祖
順
じ
ゅ
ん
治ち

帝
の
一

六
四
四
年
、
北
京
を
占
領
。
こ
の
地
を
首
都
と
す
る
こ
と
を
定

め
、
以
降
二
百
六
十
年
、
そ
の
統
治
が
続
き
ま
す
。
特
に
そ
の

繁
栄
を
極
め
た
の
が
第
四
代
聖
祖
康こ
う

煕き

帝
・
第
五
代
世
宗
雍よ
う

正せ
い

帝
・
第
六
代
高
宗
乾
隆

け
ん
り
ゅ
う
帝
の
三
代
に
渡
る
百
二
十
年
間
で
す
。

こ
こ
で
は
歴
代
皇
帝
の
肖
像
画
を
は
じ
め
、
甲
冑
・
衣
装
な
ど

皇
帝
・
皇
后
ゆ
か
り
の
品
々
を
紹
介
し
ま
す
。

【
故
宮
に
見
る
中
国
五
千
年
の
歴
史
】

故
宮
博
物
院
の
宝
物
は
、
紀
元
前
よ
り
高
度
な
文
明
を
誇
っ

た
中
国
の
歴
史
を
も
見
事
に
物
語
り
ま
す
。
良
渚

り
ょ
う
し
ょ
文
化
（
紀
元

前
三
十
〜
二
十
五
世
紀
　
長
江
下
流
域
）
・
龍
山

り
ゅ
う
さ
ん
文
化
（
紀
元

前
二
十
五
〜
二
十
世
紀
　
黄
河
中
下
流
域
）
な
ど
新
石
器
時
代

の
遺
物
か
ら
、
商
・
西
周
・
春
秋
戦
国
時
代
・
漢
へ
続
く
古
代

王
朝
の
遺
品
。
そ
し
て
広
く
東
ロ
ー
マ
か
ら
中
近
東
・
イ
ン

ド
・
日
本
・
朝
鮮
と
の
交
渉
を
行
い
、
中
華
世
界
を
作
り
上
げ

た
唐
時
代
の
文
物
に
至
る
ま
で
、
青
銅
器
・
玉
器
・
陶
磁
器
・

金
工
品
・
漆
工
芸
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

【
故
宮
が
伝
承
し
た
中
国
の
名
宝
】

宋
・
元
・
明
・
清
の
時
代
に
は
、
優
れ
た
陶
磁
器
や
漆
工
品

が
数
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
ま
す
。
北
宋

時
代
に
頂
点
を
極
め
た
白
磁
の
瓶
子

や
、
染
付
の
美
し
い
青
花
の
大
盤
な

ど
、
い
ず
れ
も
戦
乱
や
流
転
と
い
う

歴
史
を
経
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
名

宝
で
す
。

し
き
ん
じ
ょ
う

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
1,200円

中・高生
800円

小学生
600円

一　般
900円

中・高生
500円

小学生
300円

個
　
　
　
人

◇
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体
料
金

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

甲冑と陣羽織
5月29日（木）～6月22日（日）

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）、
藩
祖
前
田
利
家
が
金
沢
へ
入
城

し
た
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
前
田
家
歴
代
藩
主
所
用
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う・
陣じ
ん

羽ば

織お
り

及
び
鞍く
ら

・
鐙
あ
ぶ
み
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
〜
七
七
）
以
後
、
室
町
幕
府
の
権
威

が
衰
え
、
戦
闘
が
絶
え
な
い
戦
国
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
の
戦
闘
は
、
槍
の
普
及
さ
ら
に
は
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）

の
鉄
砲
伝
来
を
契
機
と
し
て
、
密
集
隊
形
に
よ
る
徒
歩
集
団
戦

へ
と
変
化
し
、
機
敏
な
動
き
を
す
る
た
め
に
よ
り
軽
い
甲
冑
が

大
量
に
求
め
ら
れ
、
ま
た
、
攻
撃
具
が
多
様
化
、
強
力
化
し
た

の
に
と
も
な
い
、
防
具
で
あ
る
甲
冑
の
変
化
も
う
な
が
さ
れ
、

よ
り
頑
丈
な
も
の
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
て
き
た
甲

冑
の
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
構
成
さ
れ
生

ま
れ
た
の
が
当と
う

世せ
い

具ぐ

足そ
く

で
す
。
具
足
と
は
、
装
具
の
完
備
し
た

甲
冑
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
大
鎧

お
お
よ
ろ
い
、
胴
丸
、
腹
巻
な
ど
が
そ
れ

だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
当
世
具
足
は
兜
・
面

具
・
胴
・
袖
と
籠こ

手て

・
臑す
ね

当あ
て

・
佩は
い

楯た
て

の
七
具
な
ど
を
す
べ
て
皆

具
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

陣
羽
織
と
は
、
武
士
が
合
戦
の
時
、
具
足
の
上
に
着
用
し
た

外が
い

被ひ

で
す
。
室
町
時
代
中
期
頃
よ
り
用
い
ら
れ
、
具
足
羽
織
や

陣
胴
服
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
形
は
一
般
に
袖
な
し
の
も
の

が
多
く
広
袖
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
普
通
の
羽
織
を
陣

中
で
着
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
威
厳
を
示
す
た
め
人
目

を
引
く
羽
織
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
場
に
お
い

て
寒
さ
や
雨
露
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
動
き
易
さ
を
求

め
て
、
ま
た
、
存
在
誇
示
や
応
接
の
際
に
威
厳
を
示
す
た
め
に
、

当
時
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
ラ
シ
ャ
や
ビ
ロ
ー
ド
な
ど
の
新
し
い

素
材
を
使
用
し
て
、
南
蛮
的
嗜
好
が
強
く
反
映
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
や
、
奇
抜
と
も
い
え
る
自
由
な
意
匠
に
よ
る
陣
羽
織
が

作
ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
陣
羽
織
も
実
用
的
な
も
の
か
ら
儀
礼
的

な
服
装
に
変
化
し
装
飾
的
要
素
が
強
く
な
り
、
前
田
家
歴
代
藩

主
の
陣
羽
織
も
、
華
や
か
な
色
彩
、
大
胆
で
奇
抜
な
意
匠
の
も

の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

前
田
育
徳
会
の
収
蔵
品
は
、
歴
代
藩
主
が
収
集
し
た
美
術
工

芸
品
を
は
じ
め
、
書
跡
、
文
書
・
典
籍
類
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
は
じ
め
の
西

洋
絵
画
や
明
治
以
降
の
日
本
画
・
油
彩
画
に
も
佳
品
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

前
田
家
と
西
洋
絵
画
は
不
思
議
な
つ
な
が
り
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
明
治
四
十
三
年
に
明
治
天
皇
・
皇
后
が

本
郷
邸
に
行
幸
さ
れ
た
折
、
新
築
さ
れ
た
西
洋
館
の
室
内
を
飾

る
た
め
に
揃
え
ら
れ
た
も
の
が
中
心
で
す
。
洋
館
の
室
内
装
飾

を
依
頼
さ
れ
た
野の

口ぐ
ち

駿
尾
し
ゅ
ん
び

の
薦
め
に
よ
る
も
の
で
、
富
山
県
高

岡
出
身
の
画
商
林
忠
正

は
や
し
た
だ
ま
さ
が
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
収
集
し
た
三
百

点
あ
ま
り
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

折
し
も
前
田
家
第
十
六
代
当
主
利と
し

為な
り

は
、
文
化
に
大
変
造
詣

が
深
く
、
こ
う
し
た
収
集
に
も
積
極
的
で
し
た
。
の
ち
に
自
ら

も
大
使
館
付
武
官
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
駐
在
し
た
昭
和
初
期
に

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
巡
り
、
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
な
ど
と
交

遊
し
て
お
り
、
中
に
は
自
身
の
目
で
買
い
求
め
た
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
作
品
の
中
で
は
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ブ
ー
ダ
ン
の

「
洗
濯
婦
図
」
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
い
か
に
も
小
さ
な
作
品
で

す
が
、
作
者
の
ブ
ー
ダ
ン
は
、
印
象
派
を
代
表
す
る
作
家
で
あ

る
モ
ネ
が
「
ブ
ー
ダ
ン
の
弟
子
モ
ネ
」
と
自
ら
語
る
よ
う
に
、

近
代
西
洋
美
術
史
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
ブ
ー
ダ
ン
自
身
の
残
し
た
記
録
に
よ
る
と
、
彼
は
早
く
よ

り
そ
の
絵
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
「
青
い
空
を
輝
か
せ
る
こ
と
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
印
象
派
の
先
駆
的

な
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
印
象

派
の
画
家
達
は
、
ア
ト
リ
エ
よ
り
も
戸
外
で
の
制
作
を
好
み
ま

し
た
。
モ
ネ
を
こ
う
し
た
意
識
へ
と
導
い
た
の
が
、
ほ
か
な
ら

ぬ
ブ
ー
ダ
ン
で
し
た
。
ひ
い
て
は
そ
の
強
い
影
響
を
受
け
た
近

代
日
本
の
洋
画
、
日
本
画
の
発
展
に
も
ま
た
、
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

近代の美術
6月24日（火）～7月13日（日）
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常設展示室（第2展示室）
特　集

古九谷･再興九谷
5月29日（木）～7月13日（日）

青
手
桜
花
散
文
平
鉢
　
古
九
谷

江
戸
時
代
の
初
め
に
、
加
賀
国
江
沼
郡
九
谷
村
（
現
石
川
県

江
沼
郡
山
中
町
字
九
谷
壱
イ
）
に
お
い
て
、
初
め
て
焼
成
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
で
発
展
し
た
や
き
も
の
を
九
谷
焼
と
総

称
し
て
い
ま
す
。
九
谷
焼
は
伝
統
工
芸
の
盛
ん
な
石
川
県
の
、

代
表
的
な
美
術
工
芸
品
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
創

始
期
の
古
九
谷
か
ら
、
時
代
あ
る
い
は
窯
の
移
り
か
わ
り
に
よ

っ
て
、
特
色
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

古
九
谷
は
明
暦
元
年
頃
か
ら
宝
永
七
年
頃
（
一
六
五
五
頃
〜

一
七
一
〇
頃
）、
九
谷
焼
の
中
で
も
最
も
早
い
時
期
に
焼
成
さ

れ
た
色
絵
磁
器
で
す
。
大
胆
な
色
遣
い
と
巧
み
な
意
匠
構
成
に

よ
る
作
品
の
数
々
は
、
焼
成
後
三
〇
〇
年
以
上
を
経
た
現
在
で

も
尽
き
る
こ
と
の
な
い
魅
力
を
放
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
『
新
日
曜
美
術
館
』
で
、
そ
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
が
注
目
さ

れ
た
「
青
手
桜
花
散
文
平
鉢
」
を
は
じ
め
と
す
る
十
七
点
（
会

期
中
、
二
点
を
展
示
替
）
が
一
度
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

古
九
谷
窯
の
廃
絶
後
、
加
賀
地
方
で
は
製
陶
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
京
都
の
名
工
・
青
木
木
米
を
招
い
て
、
文
化

四
年
に
金
沢
で
開
窯
し
、
こ
の
地
の
窯
業
再
興
の
先
鞭
を
つ
け

た
の
が
春
日
山
窯
で
す
。
呉
須
赤
絵
写
の
軽
妙
な
器
が
多
く
作

ら
れ
た
も
の
の
、
文
政
元
年
頃
廃
窯
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
惜

し
ん
だ
加
賀
藩
士
武
田
秀
平
に
よ
っ
て
、
繊
細
な
赤
絵
細
描
を

特
色
と
す
る
民
山
窯
が
同
地
で
開
窯
し
て
い
ま
す
。

ま
た
文
政
二
年
に
開
窯
し
た
若
杉
窯
は
、
藩
の
保
護
奨
励
も

あ
っ
て
、
能
美
・
小
松
周
辺
で
の
窯
業
隆
盛
の
先
駆
け
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
地
で
は
同
じ
文
政
二
年
開
窯
の
小
野
窯
、
弘
化

四
年
に
松
屋
菊
三
郎
が
主
宰
し
た
蓮
代
寺
窯
の
ほ
か
、
白
磁
の

優
品
を
生
ん
だ
粟
生
屋
源
右
衛
門
、
華
麗
な
色
絵
金
襴
手
で
知

ら
れ
た
九
谷
庄
三
が
活
躍
し
ま
し
た
。

古
九
谷
開
窯
の
地
・
江
沼
で
は
文
政
七
年
に
開
窯
し
た
、
独

特
な
透
明
感
の
上
絵
が
美
し
い
吉
田
屋
窯
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
赤
絵
の
宮
本
屋
窯
、
松
山
窯
、
京
都
か
ら
招
聘
し
た
永
楽

和
全
の
作
品
も
、
こ
れ
に
並
び
称
さ
れ
る
優
品
ば
か
り
で
す
。

今
日
の
九
谷
焼
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
、
失
わ
れ
た
も
の
を

含
む
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窯
の
特
色
と
変
遷
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

当
館
で
は
平
成
十
年
に
文
化
庁
主
催
「
日
本
の
わ
ざ
と
美

―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―
」
を
開
催
し
た

折
に
、
そ
れ
に
連
動
す
る
形
で
、
昭
和
二
十
年
代
に
お
け
る
石

川
の
工
芸
の
状
況
を
紹
介
す
る
「
戦
後
工
芸
の
展
開
（1）
石
川

の
昭
和
20
年
代
」
を
開
催
し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
引
き
続

い
て
平
成
十
二
年
に
は
、
昭
和
三
十
年
代
を
概
観
す
る
「
戦
後

工
芸
の
展
開
（2）
石
川
の
昭
和
30
年
代
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
三
回
目
と
し
て
、
昭
和
四

十
年
代
の
石
川
の
工
芸
に
焦
点
を
当
て
て
み
ま
す
。
こ
の
時
期

は
高
度
経
済
成
長
の
も
と
、
各
地
で
大
型
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

人
々
の
芸
術
へ
の
関
心
が
、
か
つ
て
な
い
高
ま
り
を
見
せ
た
時

代
と
も
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
工
芸
作
家
た
ち
に
も
大
き
な
刺
激

を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、
競
っ
て
技
術
を
磨
き
あ
い
、
時
代
の

趣
向
に
応
え
る
形
で
、
個
性
豊
か
な
作
品
が
数
多
く
発
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
そ
う
し
た

状
況
下
で
の
石
川
在
住
及
び
ゆ
か
り
の
作
家
の
動
向
を
探
ろ
う

と
す
る
も
の
で
、
こ
の
年
代
に
顕
著
な
活
動
を
行
っ
た
約
四
十
二

名
の
作
家
と
、
そ
の
代
表
作
四
十
七
点
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

主
な
出
品
予
定
作
品

孔
雀
譜
飾
皿

二
代
浅
蔵
五
十
吉
　
小
松
市
立
博
物
館
蔵

天
目
釉
「
花
容
」

十
代
大
樋
長
左
衛
門
　
大
樋
美
術
館
蔵

秋
苑
文
飾
箱

室
瀬
春
二
　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵

集

三
谷
吾
一
　
個
人
蔵

浜
木
綿

談
議
所
栄
二
　
当
館
蔵

訪
問
着
「
爽
」

毎
田
仁
郎
　
個
人
蔵

烏

板
坂
辰
治
　
個
人
蔵

金
銀
象
嵌
鴛
鴦
香
炉

米
沢
弘
安
　
当
館
蔵

太
刀
　
銘
臨
兵
闘
者
云
々

隅
谷
正
峯
　
個
人
蔵

欅
造
大
盆

福
田
慶
造
　
京
都
国
立
近
代
美
術
館
蔵

木
彫
加
彩
「
春
告
魚

に

し

ん

」

下
口
宗
美
　
個
人
蔵

木
彫
截
金
彩
色
合
子
「
千
鳥
」

西
出
大
三
　
個
人
蔵

常設展示室（第5展示室）
特別陳列
戦後工芸の展開（3）

石川の昭和40年代
5月29日（木）～7月13日（日）

浜木綿　談議所栄二　昭和46年
金銀象嵌鴛鴦香炉　米沢弘安

昭和45年
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常設展示室

主な展示作品
5月29日（木）～7月13日（日）
'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財

牡
丹
　
藤
井
観
文

前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
甲
冑
と
陣
羽
織

黒
塗
六
十
二
間
甲
冑

三
代
利
常
所
用

五
三
桐
文
陣
羽
織

四
代
光
高
所
用

特
集
　
近
代
の
美
術

洗
濯
婦
図

ブ
ー
ダ
ン

深
山
の
冬

山
元
春
擧

※
六
月
二
十
三
日
（
月
）
は
展
示
替
え
の
た
め
閉
室
し
ま
す

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室

特
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷

古
九
谷

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

再
興
九
谷

色
絵
図
平
鉢
　
吉
田
屋
窯

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

油
彩
画

干
網

奥
田
憲
三

熱
叢
夢

宮
本
三
郎

催
眠
術
　
A

吉
田
富
士
夫

彫
塑
・
造
形

縛

坂
　
坦
道

春
葩

田
中
　
昭

M
iserere

Ⅵ

中
村
晋
也

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

特
別
陳
列
　
戦
後
工
芸
の
展
開
（3）
石
川
の
40
年
代

※
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

第
６
展
示
室
（
日
本
画
）

大
楠
公
・
義
貞
公
誠
忠
之
図

久
保
田
米
僊

牡
丹

藤
井
観
文

富
士
巻
狩
図

村
田
丹
陵

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

’80

昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
新
美
術

館
の
建
設
に
つ
い
て
の
要
望
が
県
民
各
層
か
ら
あ
り
、
県
は
一

応
建
設
に
踏
み
切
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
私
共
美
術

館
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
そ
の
こ
と
よ
り
昭
和
五
十
四
年
に
迎

え
る
開
館
二
十
周
年
の
歳
に
、
ど
の
よ
う
な
記
念
展
を
開
催
す

る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

開
館
十
周
年
記
念
展
で
は
、「
琳
派
の
芸
術
」
と
し
て
、
当

時
の
美
術
館
界
か
ら
大
変
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
だ
け
に
、

少
な
く
と
も
十
周
年
記
念
展
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
内
容
に
す
べ

き
だ
と
の
意
見
が
多
々
あ
り
、
私
共
企
画
担
当
者
に
と
っ
て
は

大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
誰
が

い
う
と
も
な
し
に
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
全
巻
公
開
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
言
う
は
易
し
い
が
開

館
十
周
年
記
念
展
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
大
変
難
し
い
展
覧

会
で
あ
る
。
そ
こ
で
源
氏
物
語
絵
巻
を
最
も
多
く
所
有
さ
れ
て

お
ら
れ
る
徳
川
美
術
館
の
ご
出
品
が
無
い
と
、
こ
の
展
覧
会
は

開
催
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
昭
和
五
十
三
年
の
初
夏
東
京
目
白

の
徳
川
黎
明
会
に
徳
川
美
術
館
長
を
ま
ず
お
訪
ね
し
、
ご
出
品

公
開
に
つ
い
て
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

徳
川
館
長
は
開
口
一
番
に
「
大
変
難
し
い
相
談
に
来
ら
れ
た
ね
。」

と
話
さ
れ
た
が
、
私
は
今
ま
で
開
催
し
て
き
た
展
覧
会
の
実
績
な
ど

を
含
め
て
、
今
考
え
て
み
れ
ば
徳
川
館
長
が
す
べ
て
ご
存
じ
で
あ
る

よ
う
な
こ
と
を
約
一
時
間
ほ
ど

滔
々
と
述
べ
て
、
ま
げ
て
ご
出

品
を
お
願
い
し
た
い
旨
を
申
し

上
げ
た
。
話
し
合
う
こ
と
約
三

時
間
、「
基
本
的
に
了
解
し
た
。」

と
の
お
返
事
を
い
た
だ
い
た
の

が
午
後
四
時
で
あ
っ
た
。
丁
度

今
頃
の
時
節
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
黎
明
会
を
後
に
し
て
気
が

つ
い
た
ら
全
身
汗
び
っ
し
ょ
り

で
あ
っ
た
。

美
術
館
小
史
・
余
話
34

旧
館
開
館
二
十
周
年
記
念
展
開
催
に
つ
い
て
（1）

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

色
絵
万
年
青
図
平
鉢
　
吉
田
屋
窯

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
　
南
　
政
善

春
葩
　
田
中
　
昭

「国宝　源氏物語絵巻展」ポスター



！！

第
89
回
　
光
風
会
展
　
金
沢
展

六
月
六
日（
金
）〜
十
日（
火
）

（
第
7
〜
9
展
示
室
）

光
風
会
は
、
大
正
元
年
の
創
立
で
、
数
多
い
美
術
界
に
あ
っ

て
最
も
古
く
、
豊
か
な
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
美
術
団
体
で
す
。

そ
の
モ
ッ
ト
ー
は
具
象
を
基
本
に
し
な
が
ら
も
常
に
新
し
い
レ

ア
リ
ズ
ム
の
追
求
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
今
回

の
金
沢
展
は
今
春
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
中
か
ら
基
本

作
品
九
十
七
点
と
本
県
在
住
作
家
の
作
品
四
十
一
点
、
計
百
三

十
八
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

主
な
出
品
者

中
央
作
家

庄
司
栄
吉
（
芸
術
院
会
員
）
清
原
啓
一
（
芸
術
院
会
員
）

岡
部
　
昭
（
理
事
　
工
芸
）

地
元
作
家

円
地
信
二
　
松
本
昇
　
三
浦
泉

入
場
料

一
般
七
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

大
高
生
四
〇
〇
円
（
三
〇
〇
円
）
中
小
生
無
料

（

）
内
は
団
体
料
金

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
で
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
窪
一
―
三
一

光
風
会
石
川
連
絡
所
　
細
川
紘
關

1
〇
七
六
―
二
四
一
―
一
三
七
〇

企
画
展
示
室

蒔
絵
雪
月
花
図
印
籠

光
山
作

蒔
絵
佐
野
渡
図
雪
輪
形
小
箱

浅
野
惣
三
郎
作

夕
月
軸
盆

小
松
芳
光
作

蒔
絵
筥
「
極
光
」

寺
井
直
次
作

計
四
点

展
覧
会

能
登
空
港
開
港
直
前
記
念
展
「
空
へ
」

会
　
期

五
月
十
六
日（
金
）〜
七
月
一
日（
火
）

会
　
場

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

彩
釉
鉢
「
交
」

大
田
健
次
郎
作

青
手
小
禽
文
飾
皿

北
出
不
二
雄
作

深
厚
釉
線
文
壷

三
代
徳
田
八
十
吉
作

他
二
十
点
、
計
二
十
三
点

展
覧
会

伝
統
と
創
造
　
九
谷
の
今
・
作
品
展

会
　
期

四
月
二
十
六
日（
土
）〜
六
月
二
十
九
日（
日
）

会
　
場

石
川
県
九
谷
焼
美
術
館

貸
出
中
の
所
蔵
品
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鑑
賞
を
中
心
と
し
た
親
子
普
及
行
事
で
す

第
1
回
彫
刻
を
探
ろ
う
　
小
学
校
一
・
二
年
生

七
月
二
十
八
日
（
月
）

対
　
象
…
美
術
に
関
心
の
あ
る
小
学
校
一
・
二
年
生
と
そ
の
保

護
者
（
親
子
参
加
型
な
の
で
必
ず
保
護
者
同
伴
）

内
　
容
…
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
混
ぜ
、
楽
し
み
な
が
ら
彫
刻
に

つ
い
て
知
る

第
2
回
古
美
術
を
探
ろ
う
　
小
学
校
三
・
四
年

七
月
三
十
日
（
水
）

対
　
象
…
美
術
に
関
心
の
あ
る
小
学
校
三
・
四
年
生
と
そ
の
保

護
者
（
親
子
参
加
型
な
の
で
必
ず
保
護
者
同
伴
）

内
　
容
…
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
取
り
混
ぜ
、
楽
し
み
な
が
ら
古
美

術
を
鑑
賞
す
る

第
3
回
絵
画
を
探
ろ
う
　
小
学
校
五
・
六
年

八
月
一
日
（
金
）

対
　
象
…
美
術
に
関
心
の
あ
る
小
学
校
五
・
六
年
生
と
そ
の
保

護
者
（
親
子
参
加
型
な
の
で
、
必
ず
保
護
者
同
伴
）

内
　
容
…
作
品
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
、
理
解
を
深
め
る

場
　
所
…
石
川
県
立
美
術
館

時
　
間
…
午
前
十
時
〜
十
二
時

定
　
員
…
第
1
回
は
十
組

第
2
回
・
第
3
回
は
十
五
組

参
加
費
…
無
　
料

申
し
込
み
方
法
…
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望
の
子
供
・
保
護

者
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
行

事
名
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。（
返
信
用
は
が

き
で
通
知
い
た
し
ま
す
）

応
募
締
め
切
り
　
六
月
三
十
日
（
月
）
消
印
有
効

親

子

で

鑑

賞

会

親

子

で

鑑

賞

会

 
 

夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館 

 

に
参
加
し
ま
せ
ん
か 
親

子

で

鑑

賞

会

 

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

日
本
芸
術
院
会
員
　
大
樋
長
左
衛
門
の
世
界

二
、
二
〇
〇

鳥
と
語
る
詩
魂
の
画
家
　
脇
田
和
展

二
、
二
〇
〇

北
野
恒
富
展

二
、
〇
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

長
〜
い
駐
車
場
待
ち

美
術
館
の
駐
車
場
は
狭
い
の
で
、
大
き
な

展
覧
会
の
時
な
ど
、
駐
車
の
た
め
に
長
時

間
待
た
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
私
た
ち
も
大
変
頭
を
痛

め
て
い
ま
す
。
市
の
中
心
部
に
あ
る
当
館
は
公

共
交
通
機
関
利
用
に
よ
る
来
館
を
前
提
と
し
て

昭
和
五
十
八
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
十
分
な
駐
車
場
を
確
保
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。
現
在
は
来
館
者
の
利
便
を
考
慮
し
て
前

庭
を
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
約
六
十
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
く
、
ご

来
館
の
皆
様
に
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
約
二
割
の
方
が
遠
隔
地
で
あ
る
と
か
様
々
な

事
情
に
よ
り
自
家
用
車
で
ご
来
館
の
よ
う
で

す
。
大
型
企
画
展
開
催
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す

が
、
隣
接
す
る
歴
史
博
物
館
及
び
本
多
蔵
品
館

の
ご
協
力
を
得
て
、
同
館
駐
車
場
の
一
部
を
臨

時
に
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
そ
の
混
雑
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
当
館
の
運
営
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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※
六
月
の
全
館
休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、二
十
三
日（
月
）は
前
田
育
徳
会
展
示
室
を
閉
室
し
ま
す
。

20
世
紀
の
名
指
揮
者
　
カ
ー
ル
・
ベ
ー
ム
　
3

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
第
35
番
「
ハ
フ
ナ
ー
」
ほ
か

（
約
60
分
）

演
奏
　
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

戦
後
工
芸
の
展
開
（3）

石
川
の
昭
和
40
年
代
②

（
前
田
武
輝
　
学
芸
専
門
員
）

モ
ナ
リ
ザ
は
語
る
　
そ
の
微
笑
み
は
永
遠
の
謎
か
　
ダ
ビ
ン
チ
の
晩
年
（
23
分
）

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
　
エ
ー
ゲ
海
の
太
陽
（
23
分
）

中
国
古
代
青
銅
器
の
美
　
独
自
な
生
命
力
と
怪
奇
な
世
界
（
23
分
）

日
本
の
金
工
14

鍛
金
　
関
谷
四
郎
・
奥
山
峰
石
（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

中
国
の
陶
磁
　
唐
・
宋
・
元
・
明
の
名
品
（
23
分
）

教
科
書
美
術
館
　
中
学
・
工
芸
編

（
西
ゆ
う
子
　
学
芸
員
）

開
館
20
周
年
記
念
連
続
講
座

美
術
館
よ
も
や
ま
話
②
　
古
九
谷
と
石
川
県
立
美
術
館

講
師
　
　
嶋
崎
　
丞
（
当
館
館
長
）

行
　
　
事

月
　
　
日

六
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

講
義
室

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

連

続

講

座

6
／
1
（
日
）

6
／
7
（
土
）

6
／
8
（
日
）

6
／
15
（
日
）

6
／
21
（
土
）

6
／
22
（
日
）

6
／
28
（
土
）

6
／
29
（
日
）

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

各
地
の
展
覧
会

六
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

み
ん
な
で
行
こ
う
美
術
館
―
音
を
感
じ
て
み
よ
う
―

6
／
29
ま
で

福
井
市
美
術
館
（
福
井
市
・
〇
七
七
六
―
三
三
―
二
九
九
〇
）

戸
谷
成
雄
展
―
森
の
壁
の
行
方
―

6
／
6
〜
7
／
27

愛
知
県
美
術
館
（
名
古
屋
市
・
〇
五
二
―
九
七
一
―
五
五
一
一
）

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ヌ
ー
ド
　
―
19
世
紀
英
国
の
モ
ラ
ル
と
芸
術
―

8
／
31
ま
で

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
五
六
八
五
―
七
七
五
五
）

地
平
線
の
夢
―
昭
和
10
年
代
の
幻
想
絵
画
―

6
／
3
〜
7
／
21

東
京
国
立
近
代
美
術
館
（
東
京
都
千
代
田
区
・
〇
三
―
三
二
一
四
―
二
五
六
一
）

次
回
の
展
覧
会

特
　
集
　
茶
道
具
と
名
物
裂

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

特
　
集
　
茶
道
美
術
名
品
展

（
第
2
展
示
室
）

特
　
集
　
夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館

―
美
術
の
動
物
園
―

（
第
6
展
示
室
）

七
月
十
七
日（
木
）〜
八
月
十
七
日（
日
）

創
立
者
畠
山
一
清
い
っ
せ
い

（
即
翁
そ
く
お
う

）（
明
治
十
四
年
〜
昭
和
四
十
六

年
）
は
、
能
登
国
七
尾
の
城
主
畠
山
氏
を
祖
と
し
、
金
沢
市
長

町
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
を
卒
業
後
、
機
械
部

門
で
修
行
し
、
大
正
九
年
荏え

原ば
ら

製
作
所
を
創
立
以
来
、
世
界
的

に
有
名
な
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と

し
ま
し
た
。

こ
の
技
術
屋
の
畠
山
を
茶
の
湯
の
世
界
に
誘
っ
た
の
は
、
近

代
数
寄
者
を
代
表
す
る
益ま
す

田だ

鈍
翁
ど
ん
の
う

と
い
わ
れ
ま
す
。
鈍
翁
は
昭

和
十
三
年
に
九
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
晩
年
に
即

翁
は
、
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
深
い
つ
き
あ
い
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
招
か
れ
た
即
翁
に
、
鈍
翁
自
ら
が
光
悦
の
名
碗

で
茶
を
点
て
な
が
ら
、
自
分
の
若
い
頃
の
事
業
家
と
し
て
の
苦

労
話
を
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
頭
を
い
た
め
て
い
た
即
翁
を
慰

め
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
最
後
に
「
お
茶
を
や
る
精
神
で
仕
事

を
や
り
た
ま
え
。」
と
言
わ
れ
た
言
葉
に
、
即
翁
は
事
業
家
と

し
て
の
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
茶
人
即
翁
の
誕
生
に

つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
後
に
即
翁
は
「
近
代

最
後
の
数
寄
者
」
の
一
人
と
な

る
の
で
す
。

即
翁
は
自
ら
主
催
し
た
茶
会

の
記
録
を
「
来
客
日
記
」（
四

冊
）、
ま
た
招
か
れ
た
茶
会
の

記
録
を
「
茶
会
日
記
」（
五
冊
）

と
し
て
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
単
な
る
道
具
の
羅
列
で
は
な

く
、
挿
絵
や
所
感
を
織
り
交
ぜ

た
克
明
な
記
述
で
あ
り
、
茶
事

「
畠
山
記
念
館
名
品
展
」
そ
の
一

近
代
の
数
寄
者
　
畠
山
即
翁

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

の
意
図
や
茶
風
を
知
る
上
で
貴
重
で
す
。
ま
た
益
田
鈍
翁
・
高

橋
箒
庵
・
五
島
古
経
楼
・
松
永
耳
庵
・
小
林
逸
翁
な
ど
親
交
の

あ
っ
た
数
多
く
の
茶
友
が
登
場
す
る
点
か
ら
も
、
近
代
茶
道
史

上
の
重
要
な
資
料
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
約
半
世
紀
に
わ
た
り
蒐
集
し
た
古
美
術
品
は
、「
雅

楽
帖
」（
五
冊
）
と
題
し
た
自
筆
の
蔵
帳
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
蒐
集
品
は
二
四
〇
〇
点
あ
ま
り
に
も
上
り
、
今
日
そ
の

主
要
な
も
の
は
畠
山
記
念
館
に
継
承
さ
れ
、
我
が
国
の
伝
統
文

化
の
興
隆
に
寄
与
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
十

月
に
開
館
さ
れ
ま
し
た
。
即
翁
自
ら
の
設
計
監
督
に
よ
る
建
築

も
茶
道
理
念
を
貫
き
、
現
代
建
築
に
書
院
造
り
の
趣
を
調
和
さ

せ
た
美
術
館
は
、
都
内
と
は
思
え
な
い
閑
静
幽
寂
な
茶
の
湯
に

ふ
さ
わ
し
い
佇
ま
い
で
す
。

（
高
嶋
清
栄
　
学
芸
専
門
員
）

「
開
館
20
周
年
記
念
　
畠
山
記
念
館
名
品
展
　
茶
道
美
術
を
中
心
に
」

十
月
四
日（
土
）〜
十
一
月
三
日（
月
・
祝
）

晩年の畠山即翁
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
三
六
号
　
平
成
十
五
年
六
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん

じ
め
じ
め
と
し
た
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
普

段
か
ら
雨
の
多
い
地
域
な
の
に
洗
濯
物
が
ま
す
ま
す

乾
き
に
く
く
て
い
や
で
す
ね
。
先
頃
終
わ
っ
た
北
野

恒
富
展
は
、
し
っ
と
り
と
し
た
趣
の
あ
る
美
人
画
で
、

慌
た
だ
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
心

が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
ん
な

心
の
洗
濯
な
ら
、
も
う
何
回
し
て
も
良
い
と
思
う
の

で
す
が
。

さ
て
、
今
月
は
図
録
を
二
冊
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一
冊
目
は
展
覧
会
図
録
「
北
野
恒
富
展
」
で
す
。
北

野
恒
富
は
金
沢
出
身
の
美
人
画
家
で
、
大
阪
画
壇
の

中
心
的
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
図
録
に
は
作
品

百
十
八
点
、
資
料
を
合
わ
せ
れ
ば
計
百
二
十
九
点
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
数
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

二
冊
目
は
「
石
川
県
の
工
芸
―
江
戸
時
代
か
ら
現
代

ま
で
―
」
で
す
。
当
館
で
開
催
中
の
『
戦
後
工
芸
の

展
開
（3）
石
川
の
昭
和
40
年
代
』
に
も
展
示
さ
れ
て
い

る
工
芸
品
も
含
め
て
、
丁
寧
な
解
説
付
き
で
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
展

覧
会
と
あ
わ
せ
て

こ
ち
ら
の
方
も
自

信
を
持
っ
て
お
薦

め
し
ま
す
。
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作
者
は
風
景
を
、
な
か
で
も
漁
村
や
港
を
テ
ー
マ
と
し
た
作

品
を
描
き
続
け
ま
し
た
。
画
業
は
六
十
年
に
も
及
び
ま
す
の
で
、

む
ろ
ん
そ
の
間
に
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
は
あ
り
ま
す
が
、
じ
っ
く

り
と
対
象
を
見
す
え
、
褐
色
系
を
主
調
に
描
き
あ
げ
る
画
面
は
、

い
ず
れ
も
豊
か
な
情
感
を
湛
え
て
い
ま
す
。
ず
ん
と
一
本
の
太

い
芯
が
そ
の
画
業
を
貫
い
て
い
る
の
で
す
。

本
作
が
描
か
れ
た
当
時
は
、
画
壇
が
抽
象
絵
画
の
席
巻
を
経

た
後
で
、
写
実
系
の
画
家
は
い
ず
れ
も
画
面
構
成
に
つ
い
て
強

く
意
識
し
た
時
期
で
し
た
。
こ
こ
で
は
網
と
そ
れ
を
干
す
木
組

み
を
全
面
に
据
え
て
、
線
に
よ
る
構
成
が
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
景
の
干
網
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
て
、
そ
の
後
方
に
港
の

景
色
を
覗
か
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
明
暗
の
対
比
と
見
事

に
描
き
分
け
ら
れ
た
個
々
の
質
感
の
違
い
と
が
、
陽
光
に
満
ち

た
漁
港
の
情
景
を
生
き
生
き
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

構
成
と
情
感
、
つ
ま
り
知
と
情
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
作

品
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
昭
和
三
十
八
年
の
第
六
回
日
展
で
特
選

を
受
賞
し
ま
し
た
。

奥
田
氏
は
大
正
八
年
松
任
市
の
生
ま
れ
。
戦
後
ま
も
な
く
画

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
石
井
柏
亭
、
田
崎
広
助
に
師
事
し
ま
し

た
。
一
水
会
と
日
展
に
所
属
し
、
一
水
会
優
賞
や
二
度
の
日
展

特
選
な
ど
、
数
々
の
賞
を
得
て
い
ま
す
。
石
川
県
の
風
景
画
の

第
一
人
者
と
し
て
北
陸
の
一
水
会
を
率
い
て
活
躍
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
う
し
た
活
動
に
対
し
、
平
成
二
年
に
石
川
県
文
化
功

労
賞
、
十
一
年
に
金
沢
市
文
化
賞
受
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た

が
、
本
年
三
月
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
三
歳
。

干 網
奥田憲三
大正8年（1919）～平成15年（2003）

昭和38年　1963

第6回新日展　特選

縦129.0 横161.0（cm）
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「石川県の工芸
―江戸時代から現代

まで―」
（定価2,000円）

「北野恒富展」
（定価2,000円）


